
あそか苑まぁや保育室

入室のご案内



あそか苑まぁや保育室が目指すこと。

地域の老人福祉の向上に力を注いできたあそか苑が、20周年を記念
して立ち上げた『あそか苑まぁや保育室』が目指すのは、地域の福祉
の向上と社会的な必要性に応えること、地域をひっぱり社会を支え
る子ども達を育てていくことです。

あそか苑まぁや保育室は『心』を育むことが大事だと考えます。

子どもは誰だって素直できれいな心を持っています。だからその素
直な心を育むことを一番に考え、素直な心を育むためのたくさんの
経験を積んでもらうこと、素直な心を守るための道徳教育をしっか
りと行うことが大事だと考えます。

あそか苑まぁや保育室では、お子さんはもちろん、一生懸命に子育て
をされている保護者の支援も視野に入れています。働きながらも
しっかり子育てをしたい保護者のために、長時間の保育を行います。

また、核家族化が進むなかで誰にも相談できず子育てに悩む保護者
に対して、長年保育にかかわってきた保育士が、どうすれば良い子育
てができるかを保護者に寄り添う形でサポートします。

あそか苑まぁや保育室は小さな保育施設ですが、お子さんのために、
そして、一生懸命な保護者のために、小さいからこそできる良い保育
を行っていきます。



保育方針

子どもの健康と安全を基本として、
子どもの健全な 『心』 を育てることを第一に考えます。
保護者と保育室が連携をとり、
子どもにとって最良の方法を検討していきます。
異年齢の友達や高齢者とのふれ合いを通じて
社会性を育てます。

保育目標

１． みどり豊かな環境の中で、自然にふれながら
　　健やかな心を育む。
２． 高齢者との関わりの中で
　　社会性と思いやりの心を育む。
３． 自由な環境の中で自主性を育みつつも、
　　挨拶と躾を重んじ、
　　道徳と日本の文化を大事にする心を育む。



年間行事 慣らし保育

集団生活の経験のないお子様はもとより、
経験のあるお子様でも、
環境が変わり、違った集団の中で過ごす一日は
たいへん長く重荷になるものです。
その不安と疲労を軽減するため、
「慣らし保育」を行います。

初日は１～２時間程度とし、
次の日からはお子様の様子を見ながら
少しずつ時間を延ばしていきます。

　１週間の慣らし保育　････　2,250円
　2週間の慣らし保育　････　4,500円　

まぁや保育室では
年間を通じてさまざまな行事を企画しています。
七夕やクリスマスなどの季節の行事に加え、
地域のお年寄りとの敬老の集いなどを通して
人とのふれあいを大切にし、
心身ともに豊かな成長を目指しています。

節分・豆まき 生活発表会

友達との出会い
花まつり

子どもの日 梅雨のころ
季節野菜の
植付け

七夕まつり

水遊び
プール遊び

地域のお年寄と
敬老の集い

秋の収穫
体育遊び

お正月
伝統遊び

室外保育

クリスマス会
もちつき大会



まぁや保育室の１日
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入所時に準備していただくもの

入所申込書

保険証の写し

健康報告書

重要事項説明書

入園契約書

おむつ・お尻ふき　一袋単位

着替え（下着・上下着・靴下など）最低２組

パジャマ（状況に応じて持ち帰り）

ふとん（お昼寝用）

毎日持ってきていただくもの

おたよりノート

歯ブラシ（年齢に応じて）

コップ

おはし

エプロン

タオル

衣類や靴は運動しやすく、着脱が簡単で、汚れてもよいもの。

個人ロッカーの中の着替え・おむつなどは保育室で預かります。
不足したものは各自で補充してください。

持ち物・衣類（下着・靴下・小物など）にはすべて記名してください。



健康上の
留意点

病気やケガ
について

保育室と家庭との連絡を密にするため、「おたよりノート」を使用します。
前日または、ご家族のお子様の様子（就寝・起床時間・排便の有無・食事・
朝の体温など）をご記入ください。保育室にお子様を連れてこられた時に、
保育士にお子さんの体調（睡眠時間・朝食・便・機嫌など）を必ずお知
らせください。

朝食は必ずご家庭で食べさせてから入室してください。体調その他の理
由で食べなかった場合は直接保育士にお知らせください。

お子様への投薬は事故防止のため、原則としてお断りしています。やむ
を得ない場合は、薬袋に記名、薬の連絡票に必要事項を記入し、一回分
だけ保育士に手渡してください。なお投薬量が分けられていなかったり、
投薬方法が不明な場合は薬をそのままお返しすることがありますので、
厳守してください。

保育中に発熱（38.0℃）し、状態が悪く続く場合や通常の保育が困難な
健康状態にあるときには、ご連絡をさせていただくことがあります。

病気、その他の理由で欠席の場合は、保育士の勤務変更を伴うため、可
能な限り前日までにお知らせください。緊急の場合は8時までに保育室
へ連絡してください。（給食の場合は前日17時40分を過ぎますと、食
事代が発生します。）

集団生活をするうえで、健康管理には十分留意する必要がありますので、
特に下記の諸点についてご協力をお願い致します。

法定伝染病（コレラや赤痢など）や上記の病気にかかった場合は出席停止
になります。また、下記以外の伝染病の場合は登室を控え、治療後の登室は
主治医の診察を受け、その指示に従ってください。
保育室では保育士の細心の注意とともに、できる限りの危険を取り除き、
安全な環境づくりに努めておりますが、思いがけない事故が発生すること
があります。万が一、けがなどの事故が起こった場合は保育室で応急処置
を行い、病院にて受診していただきます。
保育中の事故、けがなどに対する安全対策として、賠償責任保険に
加入しています。

インフルエンザ
百日咳
麻疹（はしか）
急性灰白髄炎（ポリオ）
ウィルス性肝炎
リンゴ病
流行性耳鼻腺炎（おたふくかぜ）
風疹
水痘（みずぼうそう）
咽頭結膜炎（プール熱）
溶連菌感染症

解熱してから2日を過ぎて
特有のせきが消えるまで
解熱してから3日過ぎるまで
急性期の主な症状が消えるまで
主な症状が消えるまで
発疹出現後3～4日過ぎるまで
耳下腺の腫れが消えるまで
発疹が消えるまで（3日はしか）
すべての発疹がかさぶたになるまで
主な症状が消えて2日を過ぎるまで
主な症状が消えるまで

病名 登室停止の期間



送り迎え

お子様の登室・降室の際は、保護者が責任をもって
送迎してください。保護者以外の方が送迎する場合
は事前に保育士に連絡してください。

個人的におもちゃ、絵本等を持ってこないようにし
てください。破損・紛失・けんかやトラブルの原因
になります。

受け入れ準備や子どもの人数に合わせて保育士の
予定がありますので、登室時間・降室時間は守って
ください。勤務が終了しましたら速やかにお迎えを
お願いします。

交通・アクセス

あそか苑まぁや保育室
〒６６４-００２３　伊丹市中野西１-７-５

ＴＥＬ:072-770-5203

伊丹市営バス
・18系統西野武庫川センター行き
・24系統サンシティ行き
「中野大橋」下車徒歩３分

6min 12min 3minJR伊丹 阪急伊丹 中野大橋 あそか苑

まぁや保育室（ 入り口 ）

ドン・キホーテ
市立伊丹病院

イオンモール
伊丹昆陽

阪急伊丹 JR伊丹

北伊丹

はるやま

昆陽

あそか苑

まぁや保育室

昆陽池

北村

一ツ橋

瑞ヶ池

中野大橋



M a y a  N u r s e r y  r o o m


